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（略） 

二、このような観点から、私は、戦後五十周年に当たる明年より、次の二本柱から成る「平和友好 

交流計画」を発足させたいと思います。 

  第一は、過去の歴史を直視するため、歴史図書・資料の収集、研究者に対する支援等を行う歴

史研究支援事業です。 

  第二は、知的交流や青少年交流などを通じて各界各層における対話と相互理解を促進する交流

事業です。 

  その他、本計画の趣旨にかんがみ適当と思われる事業についてもこれを対象としたいと考えて

います。 

  また、この計画の中で、かねてからその必要性が指摘されているアジア歴史資料センターの設

立についても検討していきたいと思います。 

  なお、本計画の対象地域は、我が国による過去の行為が人々に今なお大きな傷痕を残している

アジアの近隣諸国等を中心に、その他、本計画の趣旨にかんがみふさわしい地域を含めるものと

します。 

  この計画の下で、今後十年間で一千億円相当の事業を新たに展開していくこととし、具体的な

事業については、明年度から実施できるよう、現在、政府部内で準備中であります。 

（以下略） 
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